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捕獲岩を用いた日本島弧深部地殻の組成推定
Determining the deep crustal composition of Japan island arc using xenoliths
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大陸地殻の進化過程を理解する上で、大陸地殻組成を正確に決定することは必要不可欠である。大陸深部地殻の試料
を直接入手することは困難なため、その組成は地震波データと変成岩や捕獲岩といった岩石試料から推定される。地震波
の速度は密度に左右されるため、地震波データからは大陸地殻の構造や主要元素の情報が得られるが、微量元素につい
ては調べられない。一方、変成岩や捕獲岩といった岩石試料からは主要元素だけでなく微量元素についても調べられる
が、これらの岩石試料を採取できる地域は非常に限られている。したがって、幅広い範囲の大陸深部地殻の主要元素及
び微量元素組成を推定するためには、地震波データと岩石試料から得られた化学的データを併せて解釈する必要がある。
これまでに大陸深部地殻の組成は大陸地域については詳細に調べられてきたが、日本の様な島弧については詳しく調

べられていない。地震波データによれば、大陸地域と島弧とでは地殻の厚さ・主要元素組成が異なるので、島弧の深部
地殻の組成を推定する必要がある。そのため、今回は秋田県一ノ目潟と佐賀県高島の捕獲岩合わせて約 100個について
主要元素を XRFで、微量元素を LA-ICPMSを用いて測定した。
主要元素組成から一ノ目潟の捕獲岩は超塩基性岩から中性岩に、高島の捕獲岩は超塩基性岩から酸性岩に分類された。

また微量元素組成からは両地域の捕獲岩は、Nb,Ta,Zr,HfといったHFSEに欠如し、Pbといった LILE に富むことがわかっ
た。このことからマントルウェッジでのマントルの部分融解の際に流体が関与し、日本島弧深部地殻が形成されたと考
えられる。こうした日本島弧の深部地殻の組成と大陸地域の変成岩や捕獲岩から推定されている大陸地域の深部地殻の
組成とを比較すると (図 1)、SiO2濃度は変わらないにも関わらず、ほぼすべての液相濃集元素について大陸地域に比べ
て島弧の方では濃度が低いことがわかった。また HFSEについては、日本島弧の方がより顕著に欠如していることがわ
かった。これらのことは、日本の沈み込み帯において流体の影響が強く、マントルの部分融解度が大きかったことを反
映していると考えられる。Uについては島弧と大陸地域とで濃度に差は見られなかった。Uには酸化的環境下だと流体
に溶けやすくなり、還元的環境下だと溶けにくくなるという性質がある。また、約 22億年前に地球表層は還元的環境か
ら酸化的環境になったことが知られていることから、大陸地域の古い大陸地殻形成時には還元的環境下で Uは HFSE同
様、流体に溶けにくかったが、日本島弧の若い大陸地殻形成時には酸化的環境下で LILE 同様、流体に溶けやすくなった
と考えられる。今回用いた捕獲岩の主要元素・微量元素間に弱い相関があることが確認された。今後別の地域の捕獲岩
でも同様の相関が見られるか調べる必要があるが、こうした相関から地震波データと組み合わせることで日本島弧深部
地殻の広範囲の組成を推定できることが期待される。
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